
地

球

第
二
等
第
二
醜

大
正
十
三
年
<
月

横

山

次

郎

レ

ユ
-

ッ
ド

牛
島
麓
三
紀
暦
序
論

日

次

1
､
緒

言

三
､

t･>
-
玄
武
山村
及
ド
ゥ
エ
暦

五
､

･1
ウ

ミ
肝

ヒ
?
麓
三
組
以
後
の
沈
精

l

二
､
基
底
地
質

四

､
マ
p

-
暦

六
､

31
り
･1
･>
ク
原

八
､

y
Tt
,,(

ブ
ド
牛
島
地
史
大
略

I
p
緒

言

本
篇
宝

警

芸

ゝ
方
は
先
本
誌

1
兜
二

瓶
に
出
し
た
筆
者
の
北
樺
太
シ
チ

､､
ブ
ド
半
島
探
検
記
を

〓
醐脱
し
七
六
頁

に
あ
る
暗
闇
を
始
終
療
照
し
下
さ
れ
ば
地
名
が
お
判
-
に
な
る
ビ
思
ふ
O

探
険
記
で
は
新
生
代
の
地
膚
を
罫
に
始
新
世
の
合
泉
暦
､
漸
新
世
の
海
成
層
.
海
成
中
新
世
膚
.
及
鮮
新
世
暦
E

L
で
そ
の
簡
略
な
記
述
を
な
し
た
が
本
番
に
於
て
は

定
に
進
ん
で
暦
序
を
説
-
必
要
上
夫
々
ド
ゥ
エ
犀
'
マ
リ
ー
屠

シ

千

､､
ブ

ド
牛
結
節

･L'氾
樺

序

論

元

ru



地

球

第
二
番

第
二
銑

売

人

PL･サ",暦及ピリ･1サク暦ビ命名してあるj

シチ､､タド竿島の第三紀暦は前に露国のチ',ノウィッチ氏が調査報告をなして1宿して中新港だし
ゐるがその観察には重繋襟不整令を見逃したるだ断層による重複を度外親したyJいふ敏鮎がある｡

D此他に隼島の鐸三寵厨を記した文献はない｡兼海岸の抽田地両面岸の淡田地にある麓三寵厨の系統

底分上隼島に和雷物の何れかを求め得るや否やは未到然しない｡

こ､基底地質

北種太の北軍には従妹の憩潮によれば結晶片岩東亜に荘園岩瀬の馨蓮せるを知らないO少-もシュミサド平島に於ては此等の岩石は知られす.教育の地膚は宇島の東棟に拾ひて北は且リザべス岬に始ま-商は･Lウリプラーク山に洩るユリザス山脈の地域に鬼らるゝ線色碇次男岩の盛膚で此が上位をしむる黒色頁岩層がある｡後者はイノケラムス貝の化石を減するよ-見れば恐ら-中生代後年に履する事は萌-なきや-である｡此中生代岩層をエリザベス膚だ命名した｡エリザベス山脈の中軸にてはエリザベス暦を貫いて蛇紋岩をまだする深成岩脈岩の聞入したるがある.エリザベス山脈の

西棟は南北の断潜を以て第三紀膚t,J界し正接の閉係は知られない｡

三､玄武岩床及ビrウニ膚

シ沈-ヅド舵丁山掃滑H山狩岸に誠1行して走る】低い山脈･-=qLJマ--山脈(7怨7耽七七封にはエ-ザペス山脈



を
光
山
脈
ー

マ
-
-
山
脈
を
閣
山
脈
だ
記
し
て
あ
っ
た
)
だ
郡
す
る
が
肯
き
地
貿
蹄
に
は
古
生
櫛
の
存
在
を
記
挽
し

て
ゐ
る
の
は
説
-
で
悉
中
生
代
以
後
の
岩
膚
よ
i=1
な
っ
て
ゐ
る
O

其
下
位
を
占
む
る
者
は
玄
武
岩
の
洗
床

(F
low

sh
eet)
,̂J
す
る
｡

此
玄
武
岩
が
沈
床
で
あ
る
こ
5,J
は
砦
蟹
が
地

表
を
流
れ
LJ
特
性
を
残
し
て
ゐ
る
事
だ
鎗
三
紀
膚
に
碓
賓
に
破
産
さ
れ
て
ゐ
る
事
ビ
に
よ
-
澄
明
せ
ら
る
ゝ
.
マ

リ

ー
岬
に
&
'て
観
察
せ
ら
れ
た
る
隈
で
は
玄
武
岩
ビ
ド
ゥ
ユ
瀞
ビ
は

噴
出
ビ
沈
積
3,J
が
連
萌
し
て
行
ほ
れ
て
ゐ
る
.
北

樺
太
の
首
府
{F..北
港
の
･,,W

ン
キ
ー
ル
岬

及
ド
ゥ
-

エ
次
坑
以
南

カ
メ
ン
ナ
ヤ
附
淀
に
於
で
は

マ
リ
ー
岬
の
薯
に
酷
似

し
た
玄
武
砦
床
が
日
登
紀
暦
の
上

に
あ
っ
て
第
三
紀
瀞
の
最
下
位
近
-
位
凝
し
て
ゐ
る
｡

マ
リ
ー
岬
で
は
玄
武
岩
の

下
に
は
如
何
な
る
岩
石
が
あ
る
か
背
斜
軸
の
中
央
に
於
て
も
露
出
す

る
に
到
ら
ず
到
ら
な
い
.

マ
リ
ー
山
脈
で
は
玄

武
岩
は
マ
リ
ー
岬
及

エ
ス
ペ
ソ
ベ
ル

グ
山
の
地
表
に
あ
TQ
.

荘
上
位
な
る
砂
岩
嫌
悪
の
倉
艶
第
三
紀
潜
は
即
ち
ド
ゥ
エ
暦
ビ
耶
し
た
る
も
の
で
あ
る
O
ド
ゥ
エ
暦
は

誼
港
に
近

い
ド
･>
エ
炭
田
の
倉
施
暦
に
劃
し
て
ク
リ
,W

･L
ホ
ウ
ィ
タ
チ
氏
の
命
名
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
其
植
物
化
石
は

ヘ
ー

ル

の
調
べ
た
北
極
地
方
の
中
新
世
植
物
群
に
威
す
る
も
の
で
あ
っ
て
同
様
の
地
膚
が
頗
-
樺
太
に
分
布
し
て
ゐ
る
.

基
詳
帥
な
櫛
序
挙
上
の
研
究
が
出
来
上
っ
た
日
に
は
早
か
れ
挽
か
れ
も
つ
ビ
隈
介
さ
れ
る
事
で
あ
ら
-
が
今
の
だ
こ

ろ
統
括
的
に
揮
せ
ら
れ
る
よ
-
他
な
-

シ
チ
r､
ブ
ド
牛
島
に
於
で
石
衣
を
含
む

最
古
の
第
三
紀
層
も
便
宜
上

ド
ゥ
エ

nリ
レ-
い

厨
に
舶

闘

せ

ら
る
べ
き
で
あ
る
.

マ
リ
ー
岬
の
東
面
岸
に
は
此
静
が
好
-
露
出
し
て
ゐ
る
が
基
は
極
め
て
小
局
部
で

シ

ユ
､､[
}tド
牛
島
第
三
紀
静
序
論

克

九

三



地

球

第
二
審

第
二
戟

7品
C

O

也

石
衣
膚
は
艮
薦
き
せ
骨
滝
ま
-
有
望
な
者
で
t･b
い
C
此
塵
で
は
本
暦
は
不
革
命
に
海
戊
の
マ
リ
ー
暦
に
被
捺
さ
れ
て

ゐ
る
が
後
者
の
岩
石
も
又
中
新
t=E
前
の
蝕
躯
に
よ
っ
て
此
地
熱
以
外
隼
島
に
霧
出
し
た
る
を
見
な
い
り
此
故
に
玄
武

岩
は
ゴ
ー
ル
空

フ
岬
か
ら

エ
ス
ペ
ソ
ベ
ル
グ
由
に
及
ん
で
背
斜
軸
の
中
兜
に
頻
っ
て
ゐ
る
の
に
係
ら
ず
ナ
ウ
ミ
か
ら

.i:.
-
リ
ク
ォ
に
至
る
海
岸
で
は
ド

ゥ
ユ
櫛
は
見
る
事
が
出
雑
な
い
｡
し
か
し
ピ
ー
リ
ウ
ォ
の
北
方
六
粁
な
る
瀧
曙
の
上

流
に
は
英
貿
頁
栗
を
爽
ん
だ
砂
岩
及
捷
栗
が
あ
-
.51
-
リ
河
の
上
流
第

小
支
流
食
流
離
附
近
に
も
砂
岩
泥
岩
及
不
純

の
石
衆
の
露
出
し
た
の
が
見
ら
れ
る
｡
瀧
輝
で
は
瀧
の
所
に
玄
武
岩
だ
中
新
任
僚
た
る
ト
ウ
ミ
暦
の
下

底
ど
の
由

に

明
瞭
な
る
不
強
食
錐
を
指
摘
す
る
を
得
た
｡

マ
リ
ー
岬
粟
の
断
面
を
記
逓
す
る
に
玄
武
岩
は
断
層
に
よ
っ
て
二
回
馬
出
し

ド
･>エ
犀
は
圭
に
斜
屠
埋
あ
る
粗
粒

乃
至
中
瓶
S
政

次
色
の
砂
栗
で
二
枚
S
l毅
暦
を
介
在
し
敷
居
の
下
位
に
は
粘
土
膚
あ
る
事
あ
り

.
走
向
北
二
十
度
束

傾
斜
東

へ
二
十
毘
ビ
測
ら
れ
た
｡
下
の
石
衣
暦
は
不
純
で
旋
貿
粘
土
ビ
榊
す
る
方
が
通
常
で
あ
る
｡
二
の
露
出
の
中

南
部
で
地
層
の
順
序
を
上
か
ら
列
記
す
れ
ば

不
整
金
線
下
敷
上
棟
は
銀
鈴
質
粘
土
(
丁
八
米
)
に
て

次
に
泉
質
粘
土

叉
は
不
良
旋

(○
｡入
来
)
そ
れ
か
ら
粘
土
(
∵

二
光
)
次
が
交
斜
膚
埋
あ
る
中
糠
砂
岩
に
て
小
康
及
泉
片
を
含
む
事
が

多

い
｡
其
下
は
革
水
の
痕

ふ
湾
に
不
明
で
あ
る
が
鑑
に
玄
武
岩
に
薦
-
ら
し
い
｡
北
部
露
出
で
は
洪
薦
低
の
不
生
食

下
に
渥
戒
の
マ
り

-

膚
が
あ
っ
て
其
基
底
は
再
不
生
食
だ
な
り
下
に
交
斜
膚
埋
あ
る
砂
岩
あ
-
最
下
位
に
は
着
果
潜

(
五

米

)
が
.湛
山
目
し

て

ゐ
る

｡



ド
ゥ
エ
静
の
栗
石
は
石
果
樹

を
嫉
む
事
だ
河
床
に
出
凍
る
交
斜
牌
哩
を
宥
す
る
飢
粒
和
栗
の
多
い
事
だ
侮
赦
化
石
を

鶴
-
事
か
ら
陸
上
河
戊
の
沈
積
で
あ
る
ビ

考

へ
る
串
が
出
凍
る
｡
,"

F,,
タ
ド
牛
島
以
外
の
ド
ヱ

雁
か
ら

久
し
い

里

別
に
ヘ
ー
ル
が
種
々
の
捕
物
化
石
か
待

て
記
述
し
て
ゐ
る
｡

其
フ
ロ
ラ
(植
物
群
)
は

ア
ラ
ス
カ
を
通
じ
グ
リ
ー

ン

ラ
ン
ド
に
及
ぶ
腐

き
分
布
あ
る
所
謂
廠
地
中
新
世

フ
ロ
ラ
だ
挿
せ
ら
る
～
も
の
で
繭

に
は
中
新
世
の
も
の
ゝ
や
う
に

考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
｡
し
か
る
に
進
水
の
説
に
よ
れ
ば
其
時
代
は
寧
始
新
世
で
あ
る
ど
い
ふ
事
で
あ
る
｡

ア
三

カ
に

警

此

プ
ロ
-

含
む
地
厨
は
ヶ
ナ
晶

響

呼
ば
れ
る
倉
毅
暦
で
あ
っ
て
ノ
ー
ル
ト
義

は
植
物
化
石
を
研
究
し

て
殖
新
嘗

漸
新
世
に
雪

戊
等

あ
る
晶

い
て
ゐ
る
.
プ

ー
ル
氏
は
最
初
漸
新
世
説
を
票

た
が
近
-
始
新
世

説
に
傾

い
た
U

今
日
の
虞
米
閲
の
単
著
は
ケ
ナ
イ
層
群
を
始
新
世
だ
な
す
串

に

表

し
て
ゐ
る
や
-
に
見
ら
れ
る
∪

同
様
慧

倉
束
暦
は
ア
レ
ゥ
ト
列
島
に
も
教
鬼
さ
れ
甫
樺
太

に
も
報
告
さ
れ
て
あ
る
0
北
樺
太
に
あ
っ
て
は

ヘ
ー
ル

の
記
錐
に
よ
っ
て
倉
鉱
層
は
概
括
的
に
中
新
世
の
如
-
思
は
れ
て
ゐ
た
が

泣
き
目
に

ク

リ
ッ

昔

ホ
ウ
ィ
芸

氏
が

基
準
は
自
重
紀
で
空

事
を
判
明
に
し
た
｡
氏
は
白
菜
紀
を

植
物
化
石
上
か
ら

ケ
三

階
ギ
リ
ヤ
芸

階
及

牙
｡
タ

コ
階
だ
儀
介
し
所
謂
極
地
中
新
世
た
る
部
分
は
ド
･'
エ
統
ビ
命
名
し
た
)

白
華
紀
/̂J
ド
ゥ
蒜

ビ
は

外
見
上
革
命
で
あ
る
Q

此
は
北
海
造
石
狩
泉
田
地
方
に
於
で
も
常
盤
泉
田
に
於
で
も
あ

る
事
で
革
質
は
不
堆
令
で
あ
る
が
両
者
の
閲
に
は
大
し
た
地
動
が
無
か
っ
た
寮
牽

ホ
し
て
ゐ
る
｡
造
山
作
用
は
中
新

世
に
激
し
-
働
い
た
tjJ
い
壷

で
ア
ル
プ
-

-

ラ
ヤ
鼻

日
本
の
山
脈
も
此
期
に
出
雄
た
の
で
あ
る
｡

政
敵
に

..
I.

..･
･･
･1=.
:･･.
･:ド
.‥.
･.i
J

‥
･
l.

五



地

球

節
こ
魯

節
二
鮮

l雪
山

血

的

中
新
世
の
地
歴
は
其
以
前
の
地
健
に
射
し
て
大
き
な
傾
不
鰭
食
の
関
係
堂

不
す
が
多

い
0

ド
ゥ
エ
続
が

白
華
紀
ど
の

間
に
造
山
カ
の
極
少
牽

ホ
す
に
す
ぎ
な
い
の
は
基
が
中
新
世
以
前
の
沈
粍
物
で
あ
る
事
の

l
静
で
あ
る
｡

北
米
大
陸
に
あ
る
ラ

,
ミ
-
厨

や

ホ
-
ト

㌘

i
オ
ン
暦
の
如
き
は
牌
序
挙
上
極
め
て
而
白
き
も
の
で
あ
る
｡
北
海

道
美
唄
衣
坑
に
て
ク

ヅ
シ

ュ
ト

ホ
ウ

ィ
ッ

チ
武

は

S
abal
n
t'pp.
mica
ttq･J報
じ
其
地
厨
郎
所
謂
中
新
港
倉
炭
層
が
か

へ

っ
て
米
国
の
ラ

,
･,I
-
に
比
す
る
種
で
あ
る
事
を
説

い
て
ゐ
る
｡
同
じ
捕
物
化
石
は
九
州
高
島
泉
坑
に
産
出
し
そ
の

帯
は
横
山
博
士
が
暁
新
世
だ
さ
れ
た
海
顔
動
物
化
石
層
よ
-
も
下
位
で
あ
る
｡

欧
洲
の
地
貿
家
は

ヘ
ー
ル
の
所
謂
梅
地
中
新
に
威
す

る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
'

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
.

ス
ピ
ッ
ツ

ベ

ル
ゲ

ン
等
に
あ
る
化
石

フ
ロ
ラ
が
車
新
ビ
し
て
は
温
暖
す
ぎ
る
と
い
ふ
の
で
賓
は
暁
新
低
で
あ
る
亡
者

へ
る
に
至
っ
た
｡

筆
者
は
北
樺
太
の
ド
･'
エ
続
を
中
新
世
で
あ
る
亡
は
屑
す

べ
か
ら
ざ
る
決
諭
に
蓮
し
て
ゐ
る
｡

植
物
は
動
物
に
比
す
れ
ば
地
褒
的
に
長
命
で
可
な
-
の
時
代
に
亙

っ
て
繁
茂
し
た
種
頻
が
少
-
な

い.
所
謂
梅
地

中
新

フ
ロ
ラ
に
普
通
な
る
戎
者
は
ド
イ
ツ
の
中
新
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
第
三
紀
の
初
期
に
温
暖
で
あ
っ
た
北
極
地

方
が
次
第
に
中
頃
に
冷
却
す

る
ビ
捕
物
の
或
者
は
生
命
を
完
ふ
し
つ
～
南
方
に
下
っ
た
も
の
だ
考

へ
る
事
が
で
き
る
｡

樺
太
に
於
け
る
ド
ゥ
エ
統

其
白
身
は
鞘
供
た
る
も
の
で
未
だ
暦
序
の
研
究
が
成

っ
て
ゐ
な
い
故
に
今
し

～
に
積
極

的
に
決
定
を
慮
す
は
甚

だ基
礎
が
静
粛
で
あ
る
買
古
は
ね
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
な
が
-
ケ
ナ
イ
続
に
せ
よ
其
他
の

北
極
地
方
の
同
じ

フ
山
ラ
-=1-･含
む
地
瀞
…に
せ
よ
基
府
序
の
詳
細
確
榔月
な
る
調
査
を
齢
で
ゐ
L･6
い
事
は
同
様
で
あ
る
｡



で
あ
る
か
-
包
容
的
意
味
に
於
て
の
相
関
が
可
能
で
-
精
確
花
関
係
は

今
-1
の
所
見
出
し
難

い
｡
シ

n

-

タ
ド
隼
島

の
ド
ゥ
蒜

は
擦
式
地
鮎
た
る

ド
ゥ
エ
の
者
の
如
何
な
る
水
車
に
督
る
か

は
失
聴
知
る
を
得
な
い
.

ド
ゥ

言

で
基

下
位
に
玄
武
岩
床
の
あ
る
串
は
甚
興
味
あ
る
事
で
あ
る
｡

即
ち
ド
ゥ
蒜

代
の
重

刷
は
火
山
活
動
冨

っ
た
時
代
で
噴
出
見

た
熔
岩
は
ア
-

カ
か
ら

兼
菅

通
じ
て
玄

武
嘗

あ
っ
た
=

ア
ー

ル
氏
は
ケ
ナ
イ
流
の
下
部
に
同
時
-

真

澄
の
流
床
嘉

讐

て
ゐ
る
.

同
様
晶

は
朝

鮮
及

シ
ベ
リ
ア
に
も
あ
rJ,
撫
順
泉
田
に
も
あ
る
｡

撫
順
で
は
或
は
白
亜
紀
晶

は
れ
る
倉
藩

の
↓
に
蓋

岩
床
が
あ
っ
て
至

に
貰

無
比
の
厚
大
富

石
窟

あ
㌔

石
藩

の
上
に
は
池
贋
頁
票

あ
つ
て
等

底
に
は
多
-
の
織
物
業

を
産
す

る
｡

パ
リ
ビ
義

は
此
讐

記
し
て
中
新
嘗

考

へ
た
が
フ
p
-
ソ
氏
は
最
諒

新
世
讐

唱

へ
た
｡

火
山
活
動
は
豊

富

に
で
は
石
城
砂
岩

暦
の

一
部
を
並
次
貿
な
ら
し
め
て
ゐ
る
｡

四
､
マ
リ

1

暦

マ
リ
ー
菅

は
マ
リ

ー
岬
ビ

-

ガ
ー

ル
の
間
の
海
岸
に
露
甲

し
て
ド
ゥ
蒜

の
上
に
不
整
含

位
置
し

ト
サ
ー､､

暦
完

警

に
芸

せ
ら
れ
て
ゐ
る
霊

の
特
別
-

地
層

に
等

姦

し
き
命
名
で
あ
る
0
本
膚
は
様
々

蒜

位

の
渥

庫
絶
壁
に
露
出
し
て
ゐ
る
ば
か
-

あ
る
｡

シ
さ
,､
ア
ド
牛
島
の
分
布
は
恐
ら
-

此

完

部
雷

限
ら
れ
て
ゐ

る
も
の
ら
し
い
や
-
で
あ
る
｡
此
は
ト
I>
ミ
管

の
間
の
不
整
票

可

-

に
大
き
-
て
以
前
贋
-
あ
っ
た
も
の
が

ツ
予

､ヘ
ッ
ド
牛
島
第
三
紀
暦
序
論

三

い
三

七



地

球

節
二
番

節
二
放

き

拘

凡

蝕
塵
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
ど
考

へ
ら
れ
る
.

-
ウ
ミ
ビ

ピ
ー
-
ク
ォ
の
海
岸
で
は

本
暦
を
敏

い
て

･1
サ
ミ
暦
は
庶

按
に
玄
武
山村
床
を
破
覆
し
て
ゐ
る
｡
ビ

･･
リ
ブ
ォ
北
方
瀧
輝
の
上
流
で
も

ピ
ー
リ
川
鈴
二
支
流
で
も

ド
ゥ
H.膚
は
教

見
さ
れ
た
が
-
サ
ミ
静
ど
の
間
に
水
yQ
べ
き
本
厨
は
見
る
を
得
な
い
｡

標
式
地
郡
マ
リ

-

岬
に
於
け
る
本
居
は
悪
質
の
分
化
少
-
均
質
で
上
下
同
様
に
箱
砂
贋
の
泥
岩
か
ら

成

っ
て

ゐ

る
｡
新
鮮
な
る
部
分
は
膏
衣
色
で
あ
る
が
露
頭
面
で
は
餓
備
色
に
化
し
て
ゐ
る
泥
岩
は
殆
全
て
の
部
分
に
月
化
石
を

包
減
し
て
ゐ
る
が
幾
枚
か
の
稚
砂
質
を
帯
び
托
暦
は
縛
に
豊
富
で
石
衣
質
の
兼
硬
化
し
て
ゐ
る
｡
曲
部
分
の
化
石
保

存
状
態
は
梢
良
好
に
て
研
究
を
兼
す
串
が
で
き
る
｡

地
膚
の
魔
界
は
化
石
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
岩
贋
上
化
石
背
に
照
査
し
て
下
部
よ
-
列
記
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ

る
｡
香
焼
は
化
石
帯
の
帯
鋸
で
あ
る
D

l
.
頁
碧
p
下
底
は
基
底
灘
岩
J

二
､
音
色
細
粒
砂
岩
.

7
部
嫌
岩
｡

三
'
餓
覇
色
頁
岩
'
激
暑
及
砂
岩
の
薄
瀞
数
枚
鞘
在
｡

四
七
殆
三
に
等
し
｡

五
､
細
錦
色
泥
山雪

精
極
細
粒
砂
嚢
を
帯
ぶ
｡

エ(;
威
儲
色
頁
山が
o



七
'
五
､
六
､
t,同
様
､
但
し
玄
能
石
多
し
｡

各
個
の
厨
は
岩
男
上
明
確
な
境
鼎
が
な
い
故
に
停
rJ
を
測
-
難

い
が
総
計
す
れ
ば
官
六
十
米
に
蓮
す
る
｡

此
数
字

は
歩
測
か
ら
導
い
た
の
で
花
確
で
は
な
い
｡

基
底
磯
岩
の
塵
の
大
牢
は
ド
ゥ
晶

の
岩
石
墓

武
岩
の
小
片
よ
-
成
っ
て
ゐ
て
不
規
則
な
接
廟
両
を
以
て
ド
.>

蒜

の
上
に
あ
っ
て
明
か
に
警

不
整
雪

あ
る
｡
右
の
七
の
化
石
帯
の
化
石
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

一p
M
y
Li
Cr
a
JJa
G
l･eW
i
n

b-k
(
ミ

ヤ
P

ク
ラ
‡

ノ)

P

a
j
r

i
d

e

a

H
ar
r
If"
a
77i
D
a
ll

(パ
ピ
リ
デ
ア
'
ハ
リ

マ

ニ
)

yo

z
d

ia

n
.
sp
.

(
べ
つ
か
ふ
き
ら

ゝ
威

1
新
撃

二
t
C
a
fd
iu
j/7i
S
P･

ハざ
る
が
ひ
威

1
種
)

1TfJ
a
Cra
ISa
G
-ew
ingk

p
,
O
loc
a

,
d
id
(
N

e
m

o
c
a
r
d
i
u
"
1
)

n
.
S
P
･

(
ブ

ロ
ー

カ

ル
デ
ア
新
種
)

v
e,Lm

･へ.･a

r
d
ia

n
.
sp
一

(ゲ
ェ
ネ

タ
カ

ル
デ
ア
新
撃

P

L7
7704
2

S
P
,

≡
.
MJ
a

,ra
SSa
G
rew
in
gk

P

t
さ
､rz.EfeEZ
H
a
rr
i
"
Z
a
7Zi

D
a
u

y
P.
"
T
タ
ド
牛
島
節
三
組
厨
序
論

礼



地

域

第
二
番

第
二
洗

Jr
l;
･',
.J

二

.､

.
.I..J
,･
J
･･･
.･J
./
･
･
････
)

･,
.

ノ1･;.

V
e
77-
.Ca
rd
f
a

n
･
sp
･
cc

V
e"
er
lca
r
d
ia
n
･
sp
.
j3

M
otflo11L
S
SP･
(か
ら
す
の
ま
-
ら
威

叫
種
)

N
tz
t
i
c
a
sp
･

(た
ま
が
ひ
威

叫
撃

四
､

C
a7･d
l
l"
1Z

d
eco
ra
tz"
7Z
G
rew
in
g
k

(
カ

ル
デ
ク

ム

･デ

コ
ラ
･1
サ
ム
)

M
J
a

C
ra
J
Sa
G
re
wi
毒
k

M

od
1'O
Z
ll
S

n
･

SP･

a

(か
ら
す
の
ま
-
ら
屈
新
種
)

5
4

1
5
ll
l
a

S
p

･
?

へは
-
ろ
が
ひ
威
か
)

V
e
"
er
z.c
a

rd
I
.a

n
･

sp.
P

B
ZK

CZ.m
J"
Z
SP
･

(え
っ
ち
-
は
い
威

7
種
)

1V
a
z
i
c
a

sp
･

E
c
h
in
L･id

(海
腰
痛
の

二

五
t
C
a
J､d
z.7"
/Z
d
cco
r,叫､l･J"
L
G
rew
il色
ハ

M

od
l
o
l
u
s

s
p
･



p
e
E
Z
e
7Z
n
.
S
P

(は
ね
て
が
ひ
威
新
種
)

7
,'a
ta
LZZJS

t
i
f.7t
Z.fZt71,tzr
ZZZZZ
D
a
r
w
in

W

ar.

(ふ
ぢ
つ
ぼ
)

六
t
C
L7
rdI
Z…

l
d
e
c
o
r
a
E
zL77%
G
re
w
in
g
k

M

a
c
o
n

zL7

S
P
,

(し
ら
ど
-
が
ひ
威

}
種
)

A
p
o
d
io
h
Js

n
.
sp,

V
e7ZeJica
rd
l
a

n.

sp.
if

V
F7.,eJ･Z.Ca
Jd
i
a

n
.

sp.
cL

七

t
T
u
rrite

lla
sp.
(き
り
が
ひ
だ
ま
し
威

叫
種
)

通
じ
て
之
を
見
る
ビ
下
響

這

,"
ヤ
,

…

首

,,･J
パ

ビ
-
デ
ア
'

写
マ

ニ
が
多
-
上
部
で
は
カ
ル
デ
ク
ム
.

デ
コ
ラ
ト
サ
ム
が
多

い
rJ

ぞ
ア
ガ
ヒ
威

新
種
は
五
番
尊
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
｡

七
番
は
玄
能
石
暦
で
其
下
部
に
キ
リ

ガ
ヒ
ダ

マ
芸

表

が
出
る
が
他
の
載
頻
は
な
い
.
化
石
の
種
類
が
金
健
だ
し
て
も
甚
少
い
の
は
此
フ
ォ
ク
ナ
(動
物

群
)
が
北
方
性
だ
か
ら
で
あ
る
･,マ

ミ
ヤ
,

･ハ
ピ
リ
デ
ア
､
言

チ
タ
,,-,
ィ
威
竺

種
の
如
き
は
現
生
に
照
し
令
せ
て

も
北
方
の
塞
袷
の
海
水
中
を
好
む
者
呈

示
は
れ
得
る
.

･
此
海
岸
の
化
石
は

完

〇
八
年
に
…

う
ィ
,
テ

フ

ウ
ィ
-

氏
が
露
問
地
質
調
査
所
報
菅
に
記
餓
し
て
ゐ
る

が
其
種
頻
が
今
回
の
聾
者
の
採
集
に
比
す
れ
ば
箇
々
の
背
に
つ
き
で
多
数
で
最

に
有
益
望
最

ビ

思

ふ
｡

チ

'l

ノ

シ

H

"'

リ
サ
中
島
堕
二
相
府
序
論

一石
?

t
I



地

球

第
二
番

第
二
挑

ゴ
7‥
八

B
H

･=ノ
ィ
プ

チ
武
の
慮

序
高
弁
は
聾
者
の
ビ
箱
不

7
敦
で
あ
る
｡
基
理
由
を
少
し
-
考
へ
て
見
た

い.

武
は
此
河
岸
の
地
膚
を
a
よ
-
血
ま
で
に
分
据
し
其
中
に
我

ド
ゥユ
静

マ
リ
ー
暦

及
ト
サ
ミ
暦
を
包
合
し
て
あ
る

が
其
問
に
あ
が
断
層
ビ
不
整
令
ビ
は

7
朝
見
落
し
て
ゐ
る
｡
其
分
厨
の
内
a
よ
-
=
ま
で
を
列
記
す
れ
ば
t

ci

敢
下
僚
は
砂
岩
は
灘
岩
に
て
自
重
薫
の
東
森
岩
に
射
し
明
か
な
る
不
整
合
を
見
や
.
海
棲
貝
化
石
｡

Jj.

粘
坂
岩
の
下
に
あ
-
､
或
は
之
.YJ
宜
厨
す
る
砂
岩
｡
海
顔
月
化
石
o

L;

b
の

7
部
/̂J
見
る
べ
き
粘
故
意
に
件
ひ
た
る
砂
岩
に
次
の
植
物
あ
-
.
多
-
は
破
片
に
て
同
定
困
難
石
泉
爽

tま

る

O

S
e
g
ZJO
lへZ
I
,u
zg
l
d
J
7f
i

B
l･O
n
g
l1.

V

z+1･urm
J7JZ
S
P
･

A
lm
iS

S
P
.

C
a
rj
im
Js
sp.

｡

叫
部
灘
状
な
る
石
衣
贋
砂
岩
.
石
衣
球
に
貝
類
化
石
.

｡
4

秒
粘
土
質
に
て
カ
ル
デ
㌢
ム
の
種
類
多

し
.

(d
以
下
は
略
す
)

此
調
査
の
誤
桝
の
節

1
歩
は
白
壁
紀
の
旋
衆
意
}J
揮
す
る
者
に
あ
.る
｡
チ
ハ
ノ
ウ
ィ
ッ

チ
氏
の
捉
祝
着
は
九
分
九



厘
ま
で
玄
武
岩
の
分
解
し
用
紙
色
-

モ

1
J
る
岩
石
を
指
し
て
ゐ
る
豊

=
つ
て
不
可
な
か
ら
-
ビ
思
は
れ
る
｡
此
栗

石
は

義

丑
派

に
結
晶
贋
で
枕
状
構
造
が
あ
る
の
で
凝
空

g
ĵJ
は
見
ら
れ
ぬ
｡
自
室
紀
だ
い
ふ
静
雄
は
何
で
あ
る
か

判
断
に
苦
む
r'

讐

完

可
僻
鷲

は
石
盤
樹
下
に
海
棲
貝
化
石
を
含
む

a
及
b
の
あ
る
1-

で
あ
る
P
又
著
者
は
其
中
に
米
国

西
海
岸
地
方
の
漸

新
世
揮
有
の
M
J
t
i!?JJ
utaf/!e"50/1i
Gabb
を
壊
足
し
て
雪

〇
筆
者
の
観
察
し
た
る
限

-
で
は

看
取
畢

-

下
位
に
は
海
成
暦
は
な
-
断
畢

-

つ
て

マ
リ
ー
暦
が
石
炭
の
盛

頭
よ
り
北
方
即
ち
暦
の
傾
斜
か
ら

1

見
下
位
に
あ
た
る
位
讐

露
出
し
て
判
別
に
酢

へ
ぬ
程
皮
の
貝
化
石
を
倉
ん
で
ゐ
た
も
の
が
あ
っ
た
.

し
か
も
此
暦

は
明
瞭
な
不
整
倉
の
虚

底
を
以
て
陸
戊
で
あ
る
ド
ゥ
蒜

の
上
に
あ
る
事
は
観
察
せ
ら
れ
た
0

第
三
に
氏
の
向

足
し
た
貝
種
は
大
分
の
誤
-
が
あ
る
や
-
で
あ
る
J

氏
は
",
ヤ
の
三
種
を
凝
げ
て
ゐ
る
が
此
虜
は

外
因
の
形
状
は
非
常
に
捉
典
が
大
で
あ
っ
て
筆
者
の
由

る
所
で
は
竺

稀
ど
な
る
｡
其
他
も
同
標
で
あ
る
が
盟
細
の

論
議

は

本
給

の
目
的
で
な
い
政

に
止
め
る
｡

決
静
に
て
氏
は
此

…

｡
ト
ま
で
の
垂

二
紀
櫛
を
中
新
世
ビ
し
て
ゐ
る
｡

し
か
し
之
は
三
の
地
暦
系
統
上
の
儀
介

患

者

か
す
に
し
た
決
静
で
聖

石

-
サ
,,I,静
が
中
新
世
た
る
に
輿
静
な
し
ど
す

る
も

前

二
者
は
も

つ
ビ
軍

.,
W
思

は
れ
る
0

氏
は
テ
ィ
ア
ジ
ラ
､
ど
じ
ク
ク
な
る
化
石
を
匡
智
部
霜

保
両
博
士
が
鮮
新
世
の
指
準
化
石
の
如

-
考

へ
た
る
に
反

ソ
ユ
ミ
グ
ド
中
位
讐

転
暦
望
捌

き

九

=孟



地

球

嬰

一容

節
二
戟

空O

仲
出

親
し
白
身
我
団
を
訪
問
し
親
し
-
磐
城
複
本
附
近
を
踏
査
し
て
此
種
が
樺
太
､
北
海
道
.
束
北
地
方
を
通
じ
て
第
三

紀
僚
中
に
贋
札
な
る
分
布
を
な
す
を
知
っ
て
之
歓
中
新
世
の
標
準
だ
な
す
に
足
る
べ
し
ぎ
論
じ
た
｡
此
見
解
は
大
に

我
団
地
貿
単
著
の
啓
豪
た
る
加
-
し
て
し
か
ら
す
で
あ
る
.
何
故
ど
な
れ
ば

17
ィ
ア
ジ
ラ
.
ビ
セ
ク
タ
は
常
磐
英
田

地
方
の
些

二
紀
暦
で
は
少
-
も
玉
の
輿
れ
る
潤
よ
り
崖
出
し
其
各
は
別
の
時
代
で
あ
る
L
P
ま
た
北
米
西
海
岸
地
方

で
は
漸
新
世
に
始
ま

rn
中
新
'
鮮
新
'
洪
積
の
教
潤
に
少
か
ら
ず
あ
っ
て
ア
ラ
ス
カ
に
は
現
生
種
が
あ
る
｡

マ
リ
ー
厨
の
フ
ォ
ウ
ナ
に
動
で
静
を
進
め
る
｡

化
石
の
内
で
最
普
通
な
の
た

ミ
ヤ
.
ク
ラ
‡

.が
あ
る
0
此
貝
は
慶
形
が
多
-
て
他
の
痕

ビ
混
同
さ
れ
易
い
｡
兼

団
で
は
オ
レ
ゴ
ン
州
の
テ

ス
ト

リ
ア
頁
岩
英
領

コ
ロ
ン
F'i,
ア
の
同
じ
地
膚

ア
ラ
ス
カ
の
漸
新
世
層
及
ア
レ
ク
ト
列
島

の
同
様
の
地
膚
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
日
本
で
粛
始
め
て
北
海
道
の
炎
甲

に
得
た
る
ttq･J神
保
博
士
が
知

-
常
盤
泉
田
で

は
中
村
教
授
命
名
の
渡
貝
砂
岩
中
に
移
し
-
産
し
て
ゐ
る
.
磐
城
四
倉
で
は
本
種
は
パ
ピ

リ
デ
ア
p
,l
ク

マ

エ
ビ
共

存
す

る
が
其
状
は
よ
-

,W

ミ
グ
ド
宇
島
に
於
け
る
ど
類
似
し
て
ゐ
る
｡
又

ペ
ッ
カ
フ
キ
夕

,
属
新
種
､
プ
ロ
･-
カ
ル

デ
ア
新
種
も
両
所
に
座
し

四
倉
に
多

い

R
･'fa
tie
tia
の

1
種
は
マ
リ
ー
岬
で
唯

叫
箇
不
完
全
な
が
ら

費
見
rJれ
た
｡

ゲ

ェ
ネ

リ
カ
ル

で

ア
も
甚
近
似
し
て
ゐ
る
｡

か
-
数

へ
克
て
ゝ
見
る
だ
ま
誓

D
の
が
菅
共
通
で
他
の
は
償
肺
な
品
ば

が
-
呈
一一P
つ
て
よ
ろ
し

い｡
し
て
み
る
ビ
両
月
頻

フ
サ
ウ
ナ
は

同
時
代
だ
決
諭
し
得
る
事
に
な
る
｡
粕
等
物
は
多
分

北
面
進
に
も
あ
る
で
あ
ら
-
が
未
充
分
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡



デ

ー
ル
武
に
洩
れ
は
(
ハ
-
マ
ン
の
ァ
ラ
ス
カ
探
検
報
望

ケ
ナ
イ
紋
の
上
に
あ
る
面
成
中
漸
層
か
ら
ミ
ヤ
ク
ラ
ブ

サ
の
他
に
パ
･J
リ
デ
ィ
ア
,

〟

-
マ
-

カ
ル
デ
ク
ム
二

7
コ
ラ
ト
ゥ
ム
が
出
て
ゐ
る
O
(此
中
新
は
賓
は
漸
新
で
あ

っ
た
)
蟹

面

月
賦
の
畢
狗
な
る
或
種
の
特
別
な
繁
発
は
限
ら
れ
た
小
局
部
以
外
に
あ
ま
-
舶
開
上
勝

に
な

ら

な

い
G

テ
ィ
ア
,,,"

P
富

ク
ク
掌

は
此
故
に
誤
解
さ
誓

ゐ
た
U
そ
れ
で

貝
拒
群
の
釈
放
が
大
な
る
ほ
で
都
倉
が

よ
い
と
い
ふ
事
に
な
る
が
塞
糖
の
海
で
は
種
類
は
あ
ま

息
芸

で
は
な
い
.
化
石
忘

れ
ぼ
い
よ
い
よ
少
い
わ
け
で

あ
る
｡
此
検
品

件
を
顧
慮
し
て
考

へ
て
み
て
も

賂
城

洩
貝
砂
考

シ

ュ
ミ

･1
,,峯

慧

牌
も
ア
ラ
ス
カ
の
漸
新
釈

の
舶
関
は
不
食
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
.
(葦

次
S
)

間
瀬
塵
魚
眼
石
の
熱
的
研
究

所

津

倣

商

益

田

峰

1

自

在

丸

新

十

郎

!
p
緒

雷

魚
砦

は
基
光
単
性
､
化
学
性
及
び
脱
水
作
用
等
薯
異
常
の
現
象
警

守

る
を
撃

p
蔵
物
尊
者
の
注

意

を

惹

間
桝
産
熱
限
石
-/
勲
的
研
究

三二

州
五


